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大 阪 国 際空 港 ター ミナ ル ビル の

イ ンテ リア

小 宮 三 辰

1.こ こ に御紹介す る大 阪国際空港 ター ミナル ビルは,従 来 よ り西 日本 の航空

拠点 として急激 な発 展 を示す 当空港 にあって,航 空機 の高速化,大 型化 を背景

に,そ の安全 な運航 を確 保す る とともに,次 第 に増大 しっっ ある航空旅 客 の取

扱 い機 能の充実 を計 り,且 っ国 際化 す る社会 に於 いて世界への窓 口 として の役

割 を果す ビルと して計画 ざれた もので あ る。

この ビル は国 際線,国 内線 の航空旅容 を扱 う旅 客公衆部分 を主体 と し,官 公

庁,航 空会社,イ ンフ ォメー シ ョンセ ンター,ホ テ ル,銀 行,シ ョッピ ングセ

ンター,レ ス トラン,コ ー ヒー シ ョップ等々 を含 み,ま ことに複 雑 な機能 を包

含 す る複合建 築体で あ る。 この各機能 が充分発 揮 される とともに,相 互 に有機

的且つ総合 的機 能 と して も有効で あ る様 に レイ アウ トされてい る。出国,入 国

時 の官庁 によ る監理検 査部門 を心要 とす る海 外旅客 を主 と して取扱 う部 分 を国

際 線 ブロ ック と し,国 内の航空旅客 を扱 う部 分 を国 内線 ブロ ック として大 きく

2つ の ブロ ックにま とめ,こ れ を交通要素 や人 の動 線計画等 々総合 的 に判 断 し

約180m離 した配置 を取 り,2次 的 な旅 客サー ビス部分(シ ョッピングセ ンタ

ー ,レ ス トラン,イ ンフ ォメー シ ョンセ ンター,空 港 ホ テル等 々)を 中央 ブ ロ

ック として取扱 い,国 際線,国 内線両 ブロ ックの間 に置 き,両 ブ ロックを有機

的 に連 結 させて い る。又 中央 ブ ロックの中心 には管 制塔以下 の航空管制機構 を

高層部 に まとめて,こ れ らを中央管理 ブロ ック と して,旅 客エ リアとの明瞭 な
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分離 を計 ってい る。 この様 に各 々特徴づ け られた建物 が横 長につ らな り約500
m

に お よぶ長大 な ビル となった6(註 写真1 -33p .参 照)

2.建 築 計画概 要

空港 ター ミナ ルの特性

空港旅客 ター ミナル ビルの本 質は,高 速 都市 間交通(航 空機)と 都 市内 交通

(自 動車,鉄 道 な ど地 上交通)hと の乗継 点 の機能 にあ る。

ター ミナ ルビルの計画 にあた って は,こ の相 互交通 ジャ ンクシ ヨンとしての機

能性 の追求 が主要テ ーマ となるが,同 時 に内 外航 空旅客 ・手 荷物 の発着 に伴 う

サ ー ビス人 口及 び関連業務機 関の諸旋設 とも有機 的 に統合 されな けれ ばな らな

いo

空港旅 客 ター ミナル ビル た含 まれ る機能(註 .図1-21p.参 照)

旅 客取扱 関係 ・航空券 の発 売,予 約

・旅客 の塔 乗

・旅客 ,送 迎客 の待 合

・塔 乗施設(フ ィンガー
,ゲ ー トラウ ンジ)

・自動車 の乗降

手荷物取 扱関係 ・出発手荷物 チ ェ ックイ ン

・手荷物 の分 類
,塔 載

・到着 手荷物 の引渡 し

出入 国検査 関係 ・手荷物 の検査,課 税(C)

(官 庁CIQ検 査) ・パ スポー ト検査 、、よ る出入国 齷(1)

・伝 染病 の検疫検査(Q)

・携 帯動植物 の検疫(AQ
,PQ)

旅 客 サ ー ビス関係 ・レス トラ ン,コ ーヒー シ ョップ各種 売店

・ホテル
,会 議室 など宿泊,集 会施設
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・通貨 の交換(銀 行)

・電話,電 報,郵 便(国 際電 報電話局,郵 便局)

・旅 行案内,保 険,レ ンタカー

情報提供施 設関係 ・旅 客用 フ ライ ト情報 の提 供

・旅 客一般 公衆 向誘導案内施設

航空運航 関係 ・航空会社 の運航 業務 オフ ィス

・ 〃 通信 連絡施設

・グ ラン ドサ ー ビス ・機 内食業務施設

航空管制 関係'・ 航 空交通管 制(管 制塔,IFR,通 信)

・フ ライ ト情 報 の収 集,整 理,提 供

・気象情報 の収 集,整 理,提 供

空港 管理関係 、 ・官庁 によ る空港 の管理

・一般 不動産管 理及 び警務

見学 者 ・送 迎者 関係 ・航 空機展望,見 学施 設(屋 上)

・航 空資料 の展 示(航 空教室)

・休憩 ,飲 食サ ー ビス施設,売 店

ター ミナルの基 本計画

空港 ター ミナル は駐機 バース,旅 客取扱 建築,道 路駐 車場 の3要 素 の組 合 せ

を基 本構 成 として い る。マス タープ ランによ る基本 レイア ウ トは,立 地 条件 を

考慮 して 次の様 に決定 された。

・フ ィンガー型 式の 自走式駐機 バー ス(34ス ポ ッ ト)

・前面 道路(巾 員38m)と トラ ック形平 面駐 車場(1,500台 収 容)

・阪神 高速道路(高 架道路)の 乗入 れ

・滑走 路 に平 行 した横 長の ター ミナル敷地

・上記敷地 を利用 した カー ブサ イ ド(接 車延長)の 大 きい横長配 置の集 中型

ター ミナル ビルの配置
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・ター ミナル ビルを国際線 ・中央管 理 ・国 内線 の3ブ ロ ックに機能分離

・1-2層 式(1階 接 車 ・2階 塔 乗)旅 客動 線の採用

・将来 の旅 客需要増 加 に対応 して2層 式 ター ミナ ル(出 発,到 着動線 の完全

分離)へ の移行

・計画旅 客取扱 能 力

国 際 線65万 人/年(増 設後130万 人/年)

国 内 線600万 人/年(〃1,000万 人/年)

計665万 人/年(〃1,130万 入/年)

ター ミナ ル ビル建築構 成

フ ィ ンガー フ ィンガー

1i

・・ンガー 彫 線ターミナ・i+鞅 管理ブ・・ク+国 内線ターミナJL-・ ・ンガー

1

中 央動 力プラン ト

機 能 区 分 建 物 規 模 特 色

・国際線 ブロ ックS造4階 建 ・鉄 骨ハ ンガー タイ プ大

(一 部RC造2階 建)架 構(115m×72m×

23,000ai
H12.3m)

・将 来2レ ベル システム

移 行

・各 航空会社共用 チ ェ ッ

クイ ンカウ ンターの採

用

・出入国旅容動 線の分離

・能率 的な出入 国検査施

設
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機 能 区 分 建 物 規 模 特 色

・中央管理 ブロ ックSRC造8階 建 し ・航空 管制機構 の集 中化

地下2階 建(高 層部)

(最 上 部管 制塔)

27,000㎡ ゜ホ テル'シ ・ ッピング

セ ンター等旅 客サ ー ビ

ス施 設の集 中化

(低層部)

・イ ンフ ォメー シ ョン施

設の 中央集 中管理

・動 力供給施 設の 中央 集

中管理(地 階)

・国内線 ブ ロ ック 、S造4階 建 ℃ 。鉄骨 ハ ンガー タイプ大

18・500㎡ 架 構

・将来2レ ベ ル シス テム

移行

・航空会社 別の旅 客取扱

シス テム

・旅 客動線 の単 純化 とマ

スハ ン ドリング

・フ ィンガー ブロ ックS造2階 建 ・ゲー トラウ ンジ方式 の

21・500㎡ 採 用

・塔乗 用 ローデ ィング ブ

リッジの設置(予 定)

・ムー ビングウ ォー クの

・ 設置(予 定)

合 計90,000㎡(27,000坪)

-20一



太線:旅 客動線 細線:手 荷物動線

B:手 荷物受取C:税 関検査

G:ゲ ー ト'Q:検 疫

T:乗 換チ ェック1:出 入国検査

図1機 能説明図
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4:車 寄せ ・チケットロビー(図3)

)1懲 翻 圜3/

1階 平 面図

2階 平面図

D:出 発ロビー,有 料待合室 〔図4)

E:出 国待合室(図5)

蒼

3階 平 面図 、

図2全 体平面図
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図3車 寄せ,チ ケ ッ トロ ビ ー

図4出 発 ロビー,有 料待合室

図5出 国待合室
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図6入 国検査場

図7到 着ロ ビ_

メタルハライ ド灯aoaN×1(フ ロスト}

下面アクリライトルーバ付天井埋込灯

図8照 明器具設計図 ロビー用
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3.こ の ター ミナ ル ビルの イ ンテ リア につ いて こ招介 します が
,何 分非 常 に大

きな ビルで あ る故 その全容 を招介 します と多大 な紙面 を拝借 す る結果 となる故
,

特 に最近 富み にブー ム となって いる海 外旅 行の際 に皆 さんが利用 される国際線

ブロ ック部分 のイ ンテ リア を中心 に招介 す るこ とに致 しま しょ う。 ここで紹介

を省 く国 内線 ブロ ックは国 際線 ブロ ックイ ンテ リア と基本方針 はほぼ同 じで あ

り,国 際線 ブ ロ ック をご案 内す ることで お分 り頂 け ると思 います 。

阪神 高速道路空港 線 を突走り大阪市内 から15分,白 と黒 のモ ノ トー ンの巨大 な

飛行機 を思 わせ る様 な建 物 が目に入 りグング ン近づ く。高架の道路 はゆ るや か

なカーブ を描 き,タ ー ミナ ルビルの前 面道路 に吸収 され建物 の一番手前国 際線

の フ ァサー ドにス トップ。 ビルの前 に降 り立つ と間 口450mに 亘 る建物 は相当

に迫 力が ある。

4.車 寄 せ(註.写 真2-33p.,図3-23p.参 照)

外 装 ・ター ミナル ビルの道 路側断面 は,将 来 の2レ ベ ル型式移 行 に備 えて3

層 分の 高 さが確 保 され てい る。内外部 を区分す る10.2mの カ ーテ ンウォールは,

高 さ3mの 無 目で2分 され,巾2.15m× 高 さ3m,巾2.15m× 高 さ7.45mの 市

販 規格最大 の15"%mフ ロ ー ト及び磨大板 ガ ラス を採用 し,サ スペ ンシヨン構 法 で

取 付て い る。外部 の独 立柱 と上 部パ ラペ ッ ト・ボー ダー はプ レキヤス トコ ンク

リー ト板 で,無 機 質吹付 タイルの現場吹付仕 上 げ となってい る。

照明 ・メ タルハ ライ ド灯照 明 によって1001xの 照 度 を得 てい る。灯 具 は700%

角 ×高 さ430"`/mで400Wの ラ ンプを収納 し,下 部 は鉄 製格子状 ルーバ ーで グ レ

ア をや わ らげ る様 考慮 されてい る。

ビジュアルサ イ ン ・ター ミナル ビルに対 す る案 内標 識 は旅客 に対 し簡単 明瞭

に,端 的 に,誘 導,案 内 をす ることを目的 と してい るため,適 所 にのみ設 置 し

てい る。 フ ァサー ド車寄せ には出入 口上部庇3ケ 所 及 び突 出 し標 示板3個 のみ
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と し,内 容 も ミ国際線 出発ミ,溷 際線 到着 ミ と簡明 になってい る。

5.チ ケ ッ トロ ビー(註.写 真3-34p.,図3-23p.参 照)

ドアを押 して一 歩 中へ入 った部分,こ こは海 外旅行 の出発 点で ある。 チケ ッ

トロ ビー と呼 ばれ各航空 会社 の受付手続 の カウ ンター が並 らび渡航 手続 きを済

ませ ると共 に,手 荷物 もこの部分で計量 チ ェ ックされ,荷 物 のみ単独 ルー トを

運 ばれ塔 乗飛行 機 に積 み込 まれ る。 又各 航空会 社の イ ンフ ォメー シ ョンカウ ン

ター が設 けられ,海 外旅 行の案内 を始 め渡航 に関す るあ らゆ る相談 に乗 って も

らえる。

床 ・公 共スペ ースで あ り,耐 久性,メ インテナ ンス を考慮 の上 テ ラゾー タイ

ル450×450を 使 用 してい る。

壁 ・道 路面 は大サ イズのガ ラス スク リー ンで あ り,そ の他 の壁 面 は大 部分 メ

ラ ミン樹 脂化粧板 の フ ラッシュパ ネル を使用 して いる。

天井 ・アル ミ型 材 と有孔アスベ ス トラ ック との組合せで,裏 面 には25'"/m厚 の

グラスウール を全面貼付施 工 されて い る。天 井高 は10.2mと 非 常 に高 く,音 響

の問題(特 にパ ブ リックアナ ウンスメ ン トの明確 な聞 き取 り)が 充分 に検討 さ

れて い るととも に,鹽照 明器具,空 調吹 出 口,ス プ リンクラー,ス ピーカー等各

種 設備 の末端部 器具類 の意匠的処理 が基準 グ リッ ドを中心 に検 討 され整 然 とま

とめ られてい る。

照 明 ・使 用光 源 につ いては,演 色性,寿 命,光 質,全 光束 等各点 につ いて各

光源 を比 較検討 が加 えられた。使用場所 が空港 ロビー とい う特殊機能 を有す る

場 所で あ り,各 国人 の皮 膚の色 はもち ろん,あ らゆる色彩 が持 ち込 まれ,良 い

演色性 を必要 とす る とともに,天 井 が非常 に高い ため高い ランプ効率 を持つ 光

源 が要求 され,メ タルハ ライ ドラ ンプの採用 が決定 された。 この ラ ンプ は数年

前開発 された もので,沃 化ナ トリゥム,沃 化 イ ンジ ゥムな ど多種類 の金 属 蒸気

放電 によって 白色 光 を得 てい る。 これは光 の三原色(赤,緑,青)を 混 合 す る
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こ とによって 白色光 になる と言 う原 理 を応用 した もので ある。 このため色温度

4200°K,演 色 評価78と 高 い演色 性 を有 し,又 全光束 は400Wで300001nz,ラ ン

プ効"751m/Wと 高 効率 を得ている。 この ランプを650%×650""/,,,高 さ450'"/mの

器 具 に収納 し,換 気,器 具 の効率,天 井意 匠 との兼合,拡 散面の グ レア,経 済

性 を検討 し,85m/m角 格 子 ルーバー をメタア クリル樹脂3%厚 板で構成 し,そ の

外部 に同材 の成型枠 を取付 け るデザ イ ンを見掛 り部分 が まとめ られてい る。器

具の取付 及び メ ンテナ ンスは,特 に注意 をは らい,器 具 は9'"/mボ ー ル ト4本 で

固定 吊 され,ラ ンプ交換 は主 に天井内 にて行 うよ う考慮 されている。

(註.図8-24p.参 照)

ア イ ラン ドカウ ンター ・この カウ ンターは席 の予 約,航 空券の発売,塔 乗手

続(チ ェ ックイ ン),手 荷物 の計量及び受入作 業 を行 うもので,ア イラ ン ド型式

の カウ ンター が二基 配置 され,合 計32の チ ェックイ ンポ烹 トがある。運 用面で

コモ ンユ ース(各 社 共同使 用)方 式 が採用 され,カ ウ ンター上部 にフ ラップ型

式のIDENTIFICATION(社 名 表示)を 設 け受付 中の航空会社 を表示 出来 る様

考慮 されてい る。 デザ イ ンは航 空会社各社 毎の仕 様 を避 けて全て統一 デザイ ン

で ま とめ られ,使 用時の各社 の特殊性 が全 て調整 されて いると共 に,手 荷物 計

量 用 スケール,カ ー ドコ ンベ アー,コ ンピュー ター,ITV,イ ン ターフ ォン等

の設備 が組 込 まれ,カ ウ ンター業務の作業短縮 にっ いての検討 がな されてお り,

他 に類 の ない機能性 を持っ カ ウンター となった。使 用材 料 は耐久性,テ クスチ

ュ アー,メ イ ンテナ ンス,コ ス ト等の条件 を満 し使 い易 いカウ ンターを 目標 と

し,天 板,抽 斗 口板 はメ ラ ミン樹脂化粧 板,天 板 見付,巾 木 及び腰 の 目地棒 は

ステ ンレススチ ール,正 面腰材 はABS樹 脂 成型パ ネルを採 用 している。

案内 カウ ン ター ・コモ ンユースチケ ッ トカ ウ ンター とは別 に,後 方階段,エ

スカ レー ター の両 わきに各航空 会社専用 のイ ンフ ォメー シ ョンカウ ンター が配

置 され,各 社別 のチケ ッチ ング,旅 行案 内業務 を行 って いる。このカ ウ ンター

の仕 様 は上 記 チ ェックイ ンカ ウンター と同様 で あ る。
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6.出 発 ロ ビー(註.写 真4-34p.,図4-23p.参 照)

チ ケ ッ トロ ビーで チェ ックイ ン した皆 さん はすで後 方の階段,エ スカ レー タ

ー を利 用 して3F出 発 ロ ビーへ移 行す る
。 ここは塔乗 開始 までの しば ら くの間,

休 憩 した り,見 送 りの人 々 と歓談 す る場所 で ある。

内装及 び照 明 ・イ ンテ リア空 間は全て チケ ッ トロビーの延 長で あ り,ほ とん

ど同 じで あ る。エ ス カ レーターを昇 りきった正 面 に大 きな壁面 がある。 この壁

面 にアル ミキ ャス ト版 による大型 レリーフ が配 されて いる。 これは世 界地 図 を

デザ イン した もので,陸 地部分 を表わす アル ミキ ャス ト版 には世界12ケ 所 の主

要 都市の現地 時 間を示 すデ ジタルクロ ックが嵌 込 まれ,実 用的 な公共 イ ンフ ォ

メー シ ョンの機能 も果 してい る。

案 内 カウ ンター ・上 記壁 面の前 には ター ミナル ビルの案 内カウ ンターが設 け

られてお り,す べて のイ ンフ ォメーシ ョンを行 ってい る。 この カウ ンター内部

にはITV,ス ケ ジュール ボー ド,イ ンター フォンが組込 まれて お り,イ ンフ ォ

メー シ ョンセ ンター と直 結 した旅 客サ ー ビス機能 を果す。使用材料 は天板 にメ

ラ ミン樹 脂化粧板,エ ッジライ ン及 び巾木 にステ ンレススチ ール,腰 に遠 方 か

らの識別 を容 易 にす る為,原 色(赤)の ビニ ール レザ ー を採用 してい る。

フ ライ トボー ド ・上記案 内カ ウンター上 部 にフ ライ トボ ー ドが設 け られて い

る。 これは発着便 案 内表示装 置で,パ ブ リックアナウ ンス ・システム と共 に空

港 ター ミナ ルに於 ける航空旅 客,送 迎客 及び関連 業務 を対象 と して迅速 かつ 明

確 にフ ライ トイ ンフ ォメーシ ョンを提供 す る基幹 装置で ある。 この ター ミナル

で は,現 時点で最 もす ぐれた機能 を果 し,又 急速 な発展 が予想 され る航空 輸送

事情 に考寸応 可能 な将 来性 をもつ もの と して,ソ ラリーデー ター ビジョ ンシステ

ムが採用 され た。 この フ ライ トボー ドの内容 は前 方に設 け られたITVに よ りビ

ル内の要所 々 々のテ レビジ ョンに映 し出 され,ど こにいて もフ ライ トの 内容 が

常 に分 か る様 に計 られて いる。 この フライ トボー ドの表示 内容 は,航 空会 社名,

便 名,起 点,出 発時 刻,変 更時刻,備 考,ゲ ー ト番号 及び現在塔 乗受付 中 を示
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す フラ ッシュランプの8項 目で あ る。 これ らの内容は イ ンフ ォメー シ ョンセ ン

ター に設 け られ たコ ンピューター装置 により自動 的 に操作 され
,フ ライ トボー

ド内 自動 フ ラップ作動 によ り刻 々と変化 ,表 示 されてい く。

ロ ビーチ ェアー ・受付 カ ウンター前 にフ ライ トボご ドに向 って二人掛 けゐ椅

子 が整 然 と並 んでい る。 この椅子は軟質 ポ リウレタ ン製 の連結椅子で や ・大ぶ

りにデザイ ンされ三 人 まで はゆ っく りす われ る様 配慮 されてい る
。表面材 は ビ

ニー ル レザ ー張 りとし,脚 部 には耐久性 と量産性 に優 れた アル ミイモ ノ ミガキ

(ア ルマ イ ト処 理)を 採用 した。

この外 この ロビー には階段,エ スカ レー ターをは さんで 両側 に向い合 って
,

東 京銀 行,三 和銀 行,住 友銀 行の三行 が店 舗 を設 け,又 専 問大店,花 屋 等 が店

を開いてい る。

ス 有料待 合室(註.写 真5-35p: ,図4=23p.参 照)

こ の部屋 は出発 ロ ビー の奥エ プ ロンサ イ ドに設 けられてお り
,見 送 り等で 騒

わ しいロ ビー を避 け静 か にお茶で も飲 んで塔乗 までの時 間 を過 ごした い方 や
,

落 着 いて友,知 人 と話 し合 いたい方 が料金 を払 って利用す るロ ビーで ある。

内装及 び照 明 ・エ プロ ンサ イ ドは10'"/m厚の 熱線吸 収ガ ラスをネオ プレー ン ・

ガスケ ッ トを使 用 して嵌 込んで ある。 巾2 .4mの 大 ガ ラスで滑走路 で発 着す る

飛行機,エ プロ ンの各 スポ ッ トに待機 す る飛行機 を目下 に見 ることが出来
,明

るい雰 囲気の ロ ビーで ある。天 井は出発 ロ ビー と同様 アル ミ型材 と有孔 アスベ

ス トラ ックか ら成 ってお り,照 明 もメ タルハ ライ ドラ ンプ400Wで 行 われてい

る。床 は敷物 が使用 されて い る。

セ ッ ト・長 イス型式 のセ ッ トと1人 掛 けのセ ッ トで構 成 されてい る
。 多人 数

の使用,少 入 数の使用 を考慮 して レイアウ トされた もので あ る。 この長椅子 は

木製下地 セ ッ トス プ リング入 りビニ ール レザー張仕上 で あるが ,1人 掛 けの椅

子 類 は出発 ロ ビーチ ェアー と同 じ く,軟 質ポ リウ レタンー体発泡製で あ り
,表
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面材 は ビニ ール レザー を使用 してい る。脚 部 は全 て,ア ル ミイモ ノ ミガキ(ア

ルマ イ ト処理)を 使用 レてい る。

8.出 国待合 室(註.写 真6-35p.,図5-23p.参 照)

皆 さん はこの待合室 で まだ しば らく埼 乗待 ち を しなければな らない。 この部

屋 には ボ ン ドシ ョップ(無 税 店舗)が ある。 こ こに並べ られてい る商品 は全て

関税 が掛 って いないため非常 に安 い。海外 の友人や旅行 中の使 用物 を手 に入 れ

れ ば良 い。 だ が欲 ば って も先方 の国 で持込 む折 に関税 を取 られた りす るか ら適

当 に しておい た方 が良 い。

内装 及び照 明 ・天井及 び照 明は出発 ロ ビーや有料待合 室 と全 く同 じで ある。

床 はゴム タイルで これもかわ らない。つ ま り一貫 した統一 性 によ るもので あ る。

・ セ ッ ト ・セ ッ ト類 は全 て既 製品で まかなわ れて い る。 ここ数年来 日本の家 具業

界に現 われて くる既製 品の中 には秀 れた もの が多い。 しかもかな り安値で適 当

な品物 がそろ う。

ボ ン ドショ ップ ・新聞,雑 誌,タ バ コ,旅 行 用品,み やげ品等旅客 に無関税

で提供す る売店で ある。 これ らの売店 は,ほ とんどオープ ン型 式 を採 用 し,各

テナ ン トに依託 され た。 多数 の店舗 の質的 レベ ル及 びデザイ ンの統一 を図 るた

め,シ ョーケ ース及 びバ ック陳列棚 につ いて は標準 デザイ ンの設定 を行 い,原

寸模型 の製作 を各 テナ ン トの協 議の末完 成 されてい る。使用材料 は シ ョーケー

ス,バ ック棚 共商 品展示 スペース は,メ ラ ミン樹 脂(ア イボ リ尸 系),戸 袋等 は

同 じく(ロ ーズ ウ ッ ド系)を,シ ヨーケー スフ レー ムにはステ ンレス スチー ル

を採 用 し,ガ ラス面は ミガキ板 と した。 これ等 は全 て耐久性,コ ス ト面 を特 に

考慮 され てい る。

9.入 国検査 場(註.写 真7-36p.,図6-24p.参 照)

この空 間は旅行 者 にとって一番 いや な所 で ある。 入国待合室 を通過 した到着
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客 は入国 管理 ブースでパ スt一 ト,そ の他 のチ ェ ック を受 けこの入国検査場 を

見 おろすテ ラスに出 る。 ここか ら階段 を降 り,別 なルー トで航空機 か ら運 ばれ

て来 てい る手荷物 を受 け取 る。 この手荷物 が問題で あ り,密 輸品の 有無,関 税

のチ ェ ックが徹底 して行 なわれ る。 このチェ ックを行 う場 所 がこの検査場 で あ

る。密 輸品 や国 内持 込禁止 品はぼ っ収 され,法 で きめ られた金額 を越 える買物

等 に関 して は,よ うしゃ なく関税 が課せ られ る。持物 を徹 底的 に調 べ られ る気

持 のよ くない場所 とい える。

天 井 ・高 さを7MZと し広大 な解放 的 な空 間を意識的 に生 み出 してお り,表

綿吸 音板 を仕上 材 と して使用 し,シ ンプル な仕上 を してい る。照明は メタルハ

ライ ドラ ンプ を基準 に使 用 している。検査場 は現 在 その使 用頻度 が少 ない。 故

に全体照 明で検 査 に必要 な高照度 を得 ることは,は なはだ しく無駄 になる。

全体照 明では100～200LXの 低 い照度 に押 え,検 査台 の上部 に局部照 明 を

設 けるこ とで処理 された。全体照 明はメ タルハ ライ ドラン'プ400W×2を 使 用

し,局 部照 明 は検査 台上で2.3mの 高 さに110W蛍 光 灯直 管 を使用 してい る。

壁 ・3方 は鉄骨下地 メラ ミン樹 脂 フラ ッシ ュパ ネル と し,到 着 ロビーに面す

る部分 はガ ラス張 りとなってい る。

床 ・ゴム タイル貼 り

手荷物 検査 チ ャンネル ・天板,腰 材等 はメ ラ ミン樹 脂化粧板 を使用 しエ ッジ

ライ ン,手 摺等 につ いてはステ ン レススチー ルを使 用 してい る。 このチ ャ ンネ

ル の作 業面 には当部ベ ル トコンベ アーの組 込等検 討 されていたが,コ ス ト面 か

ら実施 が見送 られてステンレススチールを使用す ることとなった。又26組 設 け ら

れてい るチ ャンネルの内 どのチ ャ ンネル が検査 に使用 され るか一 目で分 か る標

示 を初 め検 査 に必要 な種 々の機構 が組 込 まれてお り,非 常 に機能的 なチ ャ ンネ

ル となった。

徴税 カウ ンター及び検疫 カウ ンター ・先 に記 した各種 カウ ンター類 と統 一 さ

れたデザ イ ンで ま とめ られてい る。
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10.到 着 ロビー(註 写真8-36p.,図7-24p.参 照)

無 事 に手荷物 検査 を終 えた旅 客 は,い よいよ到着 ロビー に到 る。到着 ロ ビー

はチ ケ ッ トロ ビーの並行 に あ りす ぐ外部 に タク シーエ プロ ンに通 ず る。 ま った

く振 出 しにも どって来 たわ けで ある。 多 くの 出迎 えの人 々 と再会 を喜 こび旅の

土産話 しに花 を さかせ るに ぎや かな零 囲気の社 交場 で もあ る。

内装 ・出発 ロ ビーや チケ ッ トロビーの天井 と全 く同 じもので ある。建築 意匠

上の統一 及 び外 部景観 の統一 は もちろん意識 されて お り,先 の振 出 しに もどっ

て来 た とLa7心 理 的 な安心感 をも計算 され計 画 された もので あ る。 ζの空 間内

の検査場側 を振 り返 った壁 面 に巨大 な レリー フが設 け られてい る。 この レリー

フは四季 を意 図 してデザ イ ンされ たもので,何 れ も一定サ イズの平面パ ネル と

凹凸面 はパ ネル とを組合せ たユ ニ ッ トで構 成 され,メ タ リコ ン塗 装仕 上 の上鉄

骨下地 に取 付 け られた もので ある。

電話 ブース ・ 「人の集 ま る所,必 ず 目にっ く場 所 には公衆電 話 を……」 をモ

ッ トー に空 港利 用者の便宜 をは か り,手 軽 に利 用出来 る様,随 所 に配置 されて

い る。 この ブース はプ ライバ シー も考慮 して コの字型平面 のブース を数個 組合

せ たユ ニ ッ ト型 式 と し,電 話器の増設 に対 して もフ レキ シ ビリテ ィを持 たせ た

もので あ る。使 用材料 はABC樹 脂(ベ ー ジュ系)の シー トを真 空成型 し,有 ゜

孔部分 を設 け内 部 に吸音 グ ラス ファイバ ー を充填 した もので あ る。電話 台 には

メラ ミン樹 脂化粧板(チ ャコール グ レー),脚 部 はステ ン レススチール を使 用 し,

特 に耐 久性 に富 んだ備 品 となってい る。

■
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写真1正 面全景

写真2道 路側外観,車 寄せ
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写真3チ ケ ッ トロ ビー

写真4出 発 ロ ビー
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写真5有 料待合室

写真6出 国待合室
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写真7入 国検査場

写真8到 着 ロピ=　
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